
避難訓練を振り返って

深瀬自主防災会



避難訓練の道のり 2023年6月11日（日）実施

① 地域での話し合い（連絡網等の確認） 4月下旬

② 市及び県からのサポート 4月～実施後

③ 資機材（防災バッグ）の調達 4月25日

④ 住民への実施周知 5月下旬

⑤ 避難訓練の実施 6月11日

⑥ 実施後の回覧 6月下旬

⑦ まとめ



① 地域での話し合い（連絡網等の確認）

・避難訓練に必要となる連絡網の現状確認

⇒地域内に常会が5つあるため、それぞれ確認を実施した。

・避難先の設定

⇒指定緊急避難場所である甲田文化センターミューズは遠方

であることから、地域内の集会所である『深瀬コミニティ

会館』を集合箇所とした。



② 市及び県からのサポート

〇市からのサポート

・避難訓練に向けた包括的な相談

・回覧用チラシ作り（訓練実施後）

・補助金の活用

〇県からのサポート

・地域防災タイムラインの作成

・県防災アドバイザーの派遣



③ 資機材（防災バッグ）の調達

・県の補助金を活用し、避難訓練参加世帯

に1つずつ、防災バッグを配付した。

⇒避難訓練時に実際に背負って来てもら

うことで、災害時に備え「何をどの程

度準備しておくか」について、住民各

々が考えるきっかけづくりにもなった。



④ 住民への実施周知

地域ぐるみの避難訓練を実施するた

め、チラシを作成し住民の皆さんへ

配布した。

※作成のコツ

実施目的やタイムスケジュールを

記載し、住民の皆さんが内容を理

解しやすくなるよう心掛けた。



⑤ 避難訓練の実施 2023年6月11日（日）午前10時～深瀬コミニティ会館

防災会長から各地域の防災長（常会長）に避難訓練開始の連絡をしました。
連絡を受けた防災長（常会長）は、常会の連絡網を活用して、各世帯に避難を呼びかける連絡を回しました。



各常会内での連絡を受け、徒歩や車で避難されました。

避難訓練を実施することで、連絡網が機能することが確認
できました。

今回の避難訓練に向け購入した防災バッグを皆さん背負っ
てきてくださいました。



避難訓練を振り返り、気づきや課題を話し合いました。(常会単位)

当日は59名もの住民の
参加がありました。



各地区ごとに振り返りを発表し、県防災アドバイザーから今後
に向けての助言をいただきました。



⑥ 実施後の回覧

避難訓練実施後、実施報告として

チラシを各戸配付した。

参加された方も、参加できなかった

方も、チラシを見て、防災意識を高

めることが出来たと感じる。

※チラシや回覧物の作成にあたって

は、市が協力してくれた。



⑦ まとめ

実際に連絡網を用いて避難訓練を実施することで・・・

☞ 連絡網が機能することが確認できた。

☞ 地域ぐるみで防災について考えることができた。

☞ 地域住民のコミュニケーションが取れた。

「いざ」という時、普段の地域のつながりが地域の皆さんの命を
守ることにつながる。

皆さんの地域でも、是非避難訓練をしてみてください！


